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１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
烏
九
通
姉
小
路
上
ル

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
一
一
月
？

一
九
八

一
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
安
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
寺
島
孝

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｔ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

左
京
三
条
三
坊
十

一
町
の
東
端
中
央
部
に
あ
た
る
。
平
安
時
代
の
後
期
に
は
、

こ
の
地
の
北
側
に
後
鳥
羽
上
皇
の
院
の
御
所
で
あ
る

「
押
小
路
殿
」
、
南
に
は

後
白
河
法
皇
の
院

の
御

所

の

「
三
条
西
殿
」
が
営
ま
れ
、
十

一
町
の
こ
の
地
に
も
、
讃
岐
守
、

佐
渡
守
を
歴
任
し
た
高
階
為
清

が
邸
宅
を
構
え
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
は

調
査
地
東
端
で

「烏
丸
小
路
」

の
東
側
の
側
濤
と
考
え
ら
れ
る

南
北
の
濤
、
方
形
の
木
組
の
あ
る
井
戸
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

他
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
数
多
く
の
井
戸
や
土
羨
を
検
出
し
て
い
る

が
、
二
つ
の
上
羨
か
ら
二
〇
数
個
体
の
備
前
焼
の
大
甕
が
出
上
し
た
点
が
注
目

さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
い
ず

れ
も
意
識
的
に
細
か
く
破
壊
さ
れ
て
土
羨
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
。

墨
書
の
あ
る
下
駄
が
出
土
し
た
の
は
、
共
伴
し
た
土
師
皿
な
ど
か
ら

一
六
世

紀
末
か
ら

一
七
世
紀
前
半
と
思
わ
れ
る
木
枠
を
も
っ
た
井
戸
で
あ
る
。
土
師
皿

の
他
に
出
上
し
た
遺
物
と
し
て
は
、
美
濃
系
天
目
茶
碗
、
唐
津
系
草
文
皿
、
羽

釜
な
ど
で
、
木
製
品
と
し
て
は
他
に
箸
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔Ｗ）　　　　
「
一　一」

幅
六

・
七
ｃｍ
、
長
さ
約
二
Ｏ
ｃｍ
の
下
駄
２
異
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
大
き

さ
か
ら
み
て
、
女
性
用
か
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

②
古
代
学
協
会

『
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
十
二
韓
　
押
小
路
殿
跡

・
平

安
京
左
京
三
条
三
坊
十

一
町
』
盆

九
八
四
年
）

（寺
島
孝
一
）

(京都東北部)




